
O
…
…
：
と
じ
て
お
く
と
便
利
で
す
…
…
：
○

第252号発行日8月

羅
綾

伸
び
る
林
業
作
業
道

　　昭和47年

　8月号
騒騒東郷町役鳩

安
い
生
産
費
で
良
質
材

　
現
在
わ
が
国
の
木
材
需
要
量
は
年
間

約
一
億
立
方
材
（
三
億
六
千
万
石
）
で

そ
の
う
ち
五
六
％
は
外
材
で
す
。

　
当
分
の
間
は
外
材
の
輸
入
が
つ
づ
く

見
込
み
で
す
が
、
国
産
材
が
外
材
に
対

抗
す
る
た
め
に
は
、
材
質
、
価
格
の
面

お
よ
び
同
一
質
材
を
多
量
に
供
給
で
き

る
こ
と
な
ど
の
条
件
が
満
た
さ
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
経
営
基
盤
の
充
実

資
本
装
備
の
高
度
化
と
と
も
に
生
産
基

盤
の
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
．

　
近
年
の
過
疎
化
現
象
で
林
業
労
働
力

は
不
足
し
、
林
業
経
営
近
代
化
が
強
く

さ
け
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
林
道
や
林
業

作
業
道
の
開
設
で
生
産
コ
ス
ト
を
下
げ

良
質
材
の
生
産
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
本
町
で
は
、
四
十
三
年
度
か
ら
町
道

や
林
道
の
支
線
と
し
て
林
業
作
業
道
の

開
設
に
着
手
し
、
四
十
六
年
度
末
で
総

延
長
は
二
万
二
千
層
に
な
り
ま
し
た
。

　
作
業
道
に
は
、
枝
打
ち
や
間
伐
を
し

ゃ
す
く
す
る
た
め
の
保
育
作
業
道
、
奥

地
の
雑
木
の
価
値
を
た
か
め
植
林
を
し

ゃ
す
く
す
る
た
め
の
造
林
作
業
道
、
し

い
た
け
ほ
た
場
を
管
理
し
や
す
い
場
所

に
設
け
、
安
い
生
産
費
で
良
質
の
し
い

た
け
を
生
産
す
る
た
め
の
し
い
た
け
作

業
道
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
林
業
構
造
改
善
事
業
で
四
十

六
年
度
に
ト
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ベ
ル
と
ダ

ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
を
購
入
し
、
四
十
七
年

度
か
ら
計
画
的
に
毎
年
一
万
摺
を
目
標

に
開
設
し
ま
す
。
作
業
道
の
基
準
は
原

則
と
し
て
延
長
三
百
耕
以
上
、
幅
三
層

で
す
。

　
み
な
さ
ん
の
な
か
で
、
作
業
道
の
開

設
を
希
望
す
る
人
は
町
役
場
農
林
課
か

森
林
組
合
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

第
三
日
曜
日
（
二
十
日
）
は
家
庭
の
日

⑱
鱗

　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
ラ
ギ
ラ
と

夏
バ
テ
退
治

　
　
　
　
　
　
　
照
り
つ
け
る
太

陽
。
気
温
も
い
っ
き
に
上
昇
し
て
本

格
的
な
夏
で
す
。
わ
た
し
は
夏
に
弱

い
と
思
い
こ
ん
で
い
る
人
に
は
心
理

的
に
も
肉
体
的
に
も
パ
テ
込
む
も
の

で
す
。
ど
う
せ
夏
は
暑
い
ん
だ
…
…

と
き
め
こ
む
の
も
過
ご
し
方
の
一
つ

で
し
ょ
う
。

▽
こ
わ
い
と
い
う
ほ
ど
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
夏
の
、
最
大
の
健
康
の
敵

は
夏
バ
テ
で
し
ょ
う
。
そ
の
原
因
に

は
多
す
ぎ
る
く
ら
い
諸
説
が
あ
り
ま

す
が
、
最
近
で
は
研
究
が
め
ぐ
り
め

ぐ
っ
て
結
局
は
「
食
べ
な
い
か
ら
夏

バ
テ
が
お
こ
る
」
の
だ
と
い
う
こ
と

に
落
ち
つ
い
て
き
た
よ
う
で
す
。

▽
起
き
ぬ
け
に
手
製
の
ミ
ル
ク
セ
ー

キ
を
コ
ッ
プ
で
一
杯
や
る
の
も
夏
バ

テ
克
服
法
の
一
つ
で
す
。
タ
マ
ゴ
一

個
を
か
き
ま
ぜ
砂
糖
か
ハ
チ
ミ
ツ
を

適
量
加
え
て
牛
乳
一
台
を
ま
ぜ
る
だ

け
で
で
き
あ
が
り
で
す
。
む
ろ
ん
栄

養
た
っ
ぷ
り
。
よ
ほ
ど
牛
乳
か
タ
マ

ゴ
が
嫌
い
で
な
け
れ
ば
夏
の
間
じ
ゅ

う
続
け
ら
れ
る
夏
バ
テ
退
治
の
お
勧

め
品
で
す
。
ご
家
庭
で
ど
う
ぞ
。

峰
あ
ま
た
横
ほ
り
伏

せ
る
峡
間
の
河
越
え

む
と
し
蝟
を
聞
く

　
　
　
　
　
　
牧
　
水
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　別　表

①　開こん計画

市町名｝団地名1地区面積1造成面積．植栽 　　　　栽面積造成率，
　　　1
　　加．　％i
歪2エ至一一．．βq．．　　　　　　！

、
加
，

　
』

804．2

18，7

7．0

50．0

8226．043，0

市町名｝団地名，地区面

東郷町i小野田

　　　i
東郷町i寺　迫：
　　　1　　　　　1
日向町上松葉山…

　　　i　　　「
都農町都農牧場

25．0

8．5

37．5

52．0

道路工事計画②

員幅長延別

翅
4．5

1．500那 P

4．5

5．5

1．500

1．600

線
　
線

東郷町中ノ原線．支
　　　i　　　　　｛

東郷町　向原線1支

線

農業構造の改善めぎす
4．52．000線

日向市　高山線、幹

都農町1牧場線支

　
美
々
津
地
区
国
営
農
用
地
開
発
事
業

（
開
バ
事
業
）
で
は
、
四
十
六
年
度
に

六
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
試
験
開
こ
ん
（
本

町
分
は
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
を
終
り
、

み
か
ん
の
苗
木
を
植
え
つ
け
ま
し
た
。

　
寺
迫
団
地
の
大
塚
山
に
は
い
ま
、
生

き
生
き
と
し
た
み
か
ん
の
幼
木
が
育
っ

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
四
十
七
年
度
は
三
億
二
千
万

円
の
事
業
予
算
が
つ
き
（
さ
ら
に
一
億

四
千
万
円
を
追
加
要
望
中
）
第
二
年
目

の
開
こ
ん
が
別
表
の
と
お
り
決
定
し
ま

し
た
。
追
加
分
の
事
業
が
決
ま
れ
ば
さ

ら
に
計
画
は
す
す
み
ま
す
。

　
寺
迫
団
地
で
は
六
月
か
ら
工
事
に
着

手
し
、
四
十
八
年
一
月
に
農
用
地
と
道

路
を
完
成
さ
せ
る
予
定
で
す
。

　
小
野
田
団
地
は
こ
ん
月
中
に
業
者
が

決
ま
り
着
工
す
る
予
定
で
四
十
八
年
一

月
に
は
桑
園
用
地
が
完
成
し
ま
す
。

　
残
り
の
日
田
尾
、
山
陰
団
地
は
四
十

八
年
か
ら
引
き
つ
づ
き
農
地
造
成
を
行

な
い
ま
す
。
本
町
農
業
の

パ
　
イ
オ
　
一
一
ア

　
こ
の
事
業
が
完
成
す
る
と
東
郷
町
、

日
向
市
、
都
農
町
の
一
市
二
町
で
約
千

六
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
用
地
が
で
き
あ

が
り
ま
す
。
そ
し
て
①
経
営
規
模
の
拡

大
②
機
械
化
営
農
に
適
し
た
道
路
網
、

か
ん
が
い
施
設
の
整
備
③
立
地
条
件
を

生
か
し
た
み
か
ん
、
養
蚕
、
畜
産
の
導

入
で
地
域
の
農
業
構
造
を
改
善
し
、
農

家
経
営
の
安
定
と
所
得
の
向
上
を
は
か

り
ま
す
。

　
本
町
八
十
戸
の
参
加
農
家
の
入
た
ち

も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
お
り
本
町
農
業

の
パ
イ
オ
ニ
ア
の
役
割
を
果
た
し
て
い

た
だ
く
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

｝…印旧…田酬｝皿■一一

広
域
農
道
の

整
備
決
ま
る

寺迫地区を通過
・”

�
P
1

　
か
ね
て
か
ら
日
向
市
、
東
郷
町
、
都

農
町
の
一
市
二
町
で
陳
情
を
重
ね
て
き

た
広
域
農
道
整
備
事
業
（
日
向
灘
沿
岸

北
部
地
区
）
の
第
二
次
計
画
が
五
月
一

日
付
で
国
の
採
択
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
当
初
陳
情
し
た
の
は
都
農
町
か
ら
日

向
市
の
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
基
地
ま
で
の
二

十
七
・
九
キ
ロ
、
事
業
費
三
十
億
円
で

し
た
が
、
決
定
は
十
三
・
六
キ
ロ
、
事

業
費
十
二
億
五
千
万
円
と
半
分
以
下
に

減
額
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
こ

の
よ
う
な
農
道
に
対
す
る
全
国
の
要
望

が
多
く
、
国
の
方
針
が
一
路
線
十
億
円

程
度
に
限
定
さ
れ
た
た
め
で
す
。

　
こ
の
農
道
に
は
、
カ
：
フ
ェ
リ
ー
輸

送
の
実
現
と
と
も
に
県
内
の
農
畜
産
物

出
荷
で
メ
イ
ン
ル
ー
ト
の
役
割
が
負
わ

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
第
一
次
計
画
は
西
都
市
か
ら
川
南
町

ま
で
を
四
十
五
年
度
か
ら
四
力
年
継
続

事
業
で
す
で
に
整
備
が
す
す
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
第
二
次
計
画
で
は
、
四
十
七
年
度
か

ら
五
十
年
度
ま
で
の
四
一
年
継
続
で
、

起
点
は
川
南
町
で
都
農
町
の
征
矢
原
を

経
て
東
郷
町
は
寺
迫
の
小
浜
か
ら
庭
田

公
戻
館
の
迫
を
通
り
、
石
並
川
を
越
え

て
日
向
市
田
ノ
原
公
民
館
付
近
ま
で
で

す
。
東
郷
町
内
通
過
延
長
は
約
ニ
キ
ロ

　
幅
七
メ
ー
ト
ル
こ
の
農
道
は
、
大

　
の
舗
装
道
路
型
ト
ラ
ッ
ク
も
走

れ
る
国
国
餌
の
完
全
舗
装
道
路
で
す
。

　
四
十
七
年
度
は
一
億
五
千
万
円
か
ら

二
億
円
の
事
業
費
で
都
農
町
か
ら
着
工

さ
れ
ま
す
。

　
聞
題
は
残
り
の
日
向
市
田
ノ
原
か
ら

カ
ー
フ
ェ
リ
ー
ま
で
の
開
発
を
ど
う
す

る
か
で
す
。
国
で
は
日
向
市
か
ら
西
都

市
間
を
北
部
広
域
営
農
団
地
と
し
て
承

認
し
て
い
ま
す
。
さ
き
ほ
ど
開
か
れ
た

広
域
農
道
整
備
促
進
協
議
会
の
理
事
会

で
、
一
市
二
町
で
残
り
を
第
三
次
計
画

地
区
と
し
て
国
に
要
望
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　
こ
の
農
道
が
整
備
さ
れ
る
と
東
郷
町

で
は
寺
迫
地
区
の
農
産
物
の
輸
送
が
容

易
と
な
る
な
ど
整
備
が
待
た
れ
ま
す
。

川
を
き
れ
い
に

　
夏
休
み
も
始
ま
り
本
格
的
な
水
遊
び

の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
、
子
供
た
ち
も
毎

日
の
よ
う
に
川
に
接
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
川
が
心
な
い
人
た

ち
の
チ
リ
捨
て
に
よ
っ
て
汚
れ
は
じ
め

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
ケ
ガ
の
も
と
に
な

る
ガ
ラ
ス
や
焼
却
に
よ
っ
て
処
理
で
き

る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
川
を
き
れ
い
に
し
て
、
み
ん
な
が
楽

し
く
川
遊
び
が
で
き
る
よ
う
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。
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心
配
ご
と
相
談
所

町
老
人
福
祉
館
内
に
開
所

　
最
近
の
よ
う
に
わ
た
し
た
ち
の
社
会

生
活
が
多
様
化
し
、
複
雑
化
し
て
き
ま

す
と
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
や
心
配
ご
と
が

生
ま
れ
ま
た
出
稼
ぎ
な
ど
の
問
題
も
む

ず
か
し
い
ケ
ー
ス
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
あ
ら
ゆ
る
心
配
ご
と
を
解

決
す
る
た
め
に
適
切
な
助
言
、
援
助
を

行
な
う
と
こ
ろ
が
心
配
ご
と
相
談
所
で

す
。　
心
配
ご
と
相
談
所
は
町
社
会
福
祉
協

議
会
で
行
な
っ
て
お
り
、
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
の
主
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
も

あ
り
ま
す
。

　
今
ま
で
は
、
毎
月
定
期
的
に
各
地
区

の
公
民
館
に
出
向
い
て
、
相
談
に
応
じ

て
い
ま
し
た
が
、
利
用
者
が
少
な
い
た

め
今
後
は
町
老
人
福
祉
館
を
中
心
に
し

て
い
つ
で
も
相
談
に
応
じ
る
こ
と
に
し

　
町
で
は
町
民
が
健
康
で
文
化
的
な
生

一
斗
を
営
む
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
を
振
興
し

人
間
尊
重
を
基
盤
と
し
た
、
健
康
的
な

．
豊
か
な
町
づ
く
り
に
っ
と
め
て
い
ま
す

　
そ
の
た
め
四
十
七
年
度
予
算
で
は
ス

ー
ポ
ー
ツ
の
普
及
啓
も
　
　
　
　
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

う
と
並
ん
で
町
営
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
、

町
体
育
協
会
の
組
織
強
化
の
助
成
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
育
成
、
町
民
バ
レ
ー

ー
ボ
ー
ル
の
普
及
に
必
要
な
計
費
を
計
上

一
し
て
い
ま
す
。

一
　
「
幸
せ
な
家
庭
生
活
は
ま
ず
健
康
か

「掴

ま
し
た
。

　
心
配
ご
と
の
あ
る
人
は
町
社
会
福
祉

協
議
会
事
務
局
（
老
人
福
祉
館
内
）
に

直
接
ま
た
は
電
話
（
山
陰
一
一
六
番
）

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
民
生
委
員
の
ほ
か
専
門
の
相
談
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
本
町
に
は
こ
の
ほ
か
母
子
相
談
な
ど

が
あ
り
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
か
ら
申
し

込
ま
れ
た
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
他

の
機
関
と
連
絡
を
と
っ
て
問
題
解
決
に

つ
と
め
ま
す
。

　
相
談
内
容
は
内
密
に
わ
た
る
こ
と
が

多
い
の
で
、
他
に
も
れ
な
い
よ
う
に
か

た
く
秘
密
は
守
り
ま
す
。
ど
ん
な
さ
細

な
こ
と
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。
ま
た
、

話
す
だ
け
で
悩
み
の
お
さ
ま
る
場
合
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
遠
慮
な
く
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
心
配
ご
と
や
悩
み
を
な
く
し
、
明
る

い
社
会
、
住
み
よ
い
東
郷
町
を
つ
く
り

ま
し
よ
う
。

r
了
象
く
り
ご
「
－
三
三
ζ
ゴ
～
」
ζ
　
r
（
一
f

身
体
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

全員入賞

　
七
月
九
日
に
宮
崎
市
の
県
営
総
合
運

動
場
で
開
か
れ
た
第
十
回
宮
崎
県
身
体

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
本
町
か
ら
四

人
の
選
手
が
出
場
し
、
全
員
入
賞
し
ま

　
レ
ー
ボ
ー
ル
の

用
具
一
式
を
支
給

ら
L
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
、
誰
で
も
、

ど
こ
で
も
気
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
に

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
公
民
館
単
位
に
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
用
具
一
式
（
移
動
式
ポ
ー
ル
一
組

　
　
　
　
　
　
ネ
ッ
ト
一
張
、
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
一
個
）
を
支
給
し
ま
し

　
　
　
　
　
　
た
。

　
農
休
日
や
集
会
な
ど
に
利
用
し
て
い

た
だ
き
、
秋
の
町
内
公
民
館
対
抗
バ
レ
．

…
ボ
ー
ル
大
会
に
備
え
て
練
習
に
は
げ

ん
で
く
だ
さ
い
。

し
た
。
記
録
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
【
競
争
の
部
】

▽
肢
体
不
自
由

　
男
子
百
層
　
甲
斐
勝
男
（
小
野
田
）

日
銅
メ
ダ
ル
（
三
位
）
　
同
、
直
野
政
一

郎
（
福
瀬
）
目
金
メ
ダ
ル
（
一
位
）

　
男
子
百
層
障
害
　
佐
藤
光
男
（
鶴
野

内
）
悶
銀
メ
ダ
ル
（
二
位
）

▽
聴
覚
障
害

　
男
子
百
材
　
小
林
貞
義
（
小
野
田
）

1
1
銀
メ
ダ
ル
（
二
位
）

　
【
跳
躍
の
部
】

▽
肢
体
不
自
由

　
男
子
走
巾
跳
直
野
政
一
郎
（
福

瀬
）
H
銀
メ
ダ
ル
（
二
位
）

　
【
投
て
き
の
部
】

▽
肢
体
不
自
由

　
男
子
砲
丸
投
佐
藤
光
男
（
鶴
野

内
）
口
金
メ
ダ
ル
（
一
位
）

　
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
　
甲
斐
勝
男

（
小
野
田
）
1
1
金
メ
ダ
ル
（
一
位
）

雑一
台
風
の
季
節

こ
と
し
の
梅
雨
は
口
争
豪
雨
型
で
、

－
）
～
一
「
～
～
～
学
、
～
、
～
～
・
、
～
・
一
　
、
ー
ー
，
，
　
一

例
年
の
よ
う
な
じ
め
じ
め
し
た
天
候
で

な
く
、
一
日
か
二
日
、
は
げ
し
い
雨
が

降
る
か
と
思
う
と
、
翌
日
は
カ
ヲ
リ
と

晴
れ
て
し
の
ぎ
よ
い
梅
雨
で
あ
っ
た
。

　
七
月
に
は
い
り
、
こ
と
し
の
梅
雨
も

あ
が
る
の
は
間
近
い
と
思
っ
て
い
た
矢

先
、
高
知
県
の
土
佐
山
田
、
宮
崎
県
の

え
び
の
、
熊
本
県
の
天
草
な
ど
全
国
的

に
近
年
ま
れ
な
集
中
豪
雨
の
被
害
が
相

次
ぎ
、
四
百
人
を
こ
え
る
尊
い
生
命
が

奪
わ
れ
た
。
い
ま
だ
行
方
不
明
の
人
が

た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
。

　
わ
た
し
は
、
七
月
十
一
日
に
東
京
で

全
国
農
用
地
開
発
事
業
推
進

協
議
会
が
開
催
さ
れ
た
の
で

九
州
地
区
を
代
表
し
て
上
京

し
た
。

　
会
議
で
は
、
四
十
八
年
度

に
農
林
省
か
ら
大
蔵
省
に
要

求
す
る
予
算
の
説
明
を
聞
き
、

・
対
策
を
検
討
し
た
の
で
あ
る
。

今
後
の

会
議
が

終
っ
て
そ
の
日
は
新
大
阪
駅
発
午
後
七

時
三
十
二
分
の
特
急
「
彗
星
」
に
乗

　車し
、
翌
朝
に
は
日
向
市
駅
到
着
の
予

定
で
あ
っ
た
。
そ
の
夜
十
時
に
岡
山
で

一
寝
台
に
入
り
、
翌
朝
五
時
ご
ろ
騒
が
し

い
人
ご
え
に
眼
が
さ
め
た
。
窓
の
外
を

一
み
る
と
ま
だ
岡
山
県
と
広
島
県
境
の
笠

岡
市
で
、
昨
夜
十
一
時
に
停
車
し
た
ま

ま
六
時
間
を
す
ぎ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
昨
夜
の
豪
雨
で
山
口
県
小
郡
あ
た
り

が
不
通
で
、
復
旧
の
見
込
み
は
た
た
な

　
い
と
い
見
九
州
方
面
に
急
ぎ
の
人
は

・
ノ
》
一
噛
　
，
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
．
　
　
一
㌧
一

え
ば
冷
房
が
き
か
な
く
な
互
手
洗
い
　

謙
懲
耐
劉

ら
行
先
の
変
更
も
で
き
な
い
。
し
だ
い
あ

に
あ
せ
り
の
色
が
濃
く
な
る
。
　
　
　
紺

　
午
後
二
時
ご
ろ
十
五
時
間
ぶ
り
に
単
チ

線
が
開
通
し
、
列
車
が
動
き
出
す
。
そ

れ
も
交
差
の
た
め
ノ
ロ
ノ
ロ
運
転
で
あ
茜

る
。
昨
夜
使
っ
た
寝
台
を
ま
た
使
っ
て

十
三
日
午
前
四
時
日
向
市
に
着
い
た
。

二
十
一
時
間
の
延
着
で
、
は
じ
め
て
の

列
車
受
難
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
｝

尾
道
か
三
原
か
ら
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
で
別
冠

府
に
上
陸
し
た
方
が
早
い
と
の
放
送
に
　

車
内
は
動
謡
し
た
。
停
車
中
は
い
っ
さ
聖

い
水
を
使
っ
て
は
い
け
な
い
。
水
を
使
施

拶
《♂

き
い
て
あ
わ
て
て
帰
郷
す
る
人
も
い
『

た
。

昆
劇
舗
甜
威
鰍
叔
編
袈

羅
は
最
近
あ
ま
り
大
き
い
被
空
　

　
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
来
る

町
内
に
も
台
風
や
豪
雨
に
危
険
な
か
所
．

鞍
ゲ
縛
湖
風
編
濠

が
必
要
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
泌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
野
弘
二

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

　
「
ー
ー
ー
ー
ー
」
”
｝
量
ー
ー
ー
凡

　　
@　
@　
@　
@　
@　

難
戦
難

激
鵬
灘
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離
妙
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▲　作業室でヒシヤクやゾウリを作る

▼　大広間でステレオにあわせて得意の踊りを・・

rおとしよりの家』開館

自由に利用できます

　役場西側に7月5日開館した老人福祉

館は、おとしよりのいこいの場、研修の

場として利用されています。利用料はい

りません。

　利用できるのは町内に住む60歳以上の

人で、日曜祝祭日を除く日の午前9時か

ら午後4時まで開館します、　（ただし9

月15日は開館）

▼　会議室でなごやかに話し合

カメラルポ

▲　浴室で・　いい湯だナー
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給付の月額
＼＼　　　　加入旧聞

年25年20年5年

　、

_

　
　
、
、

＼

＼給付の種類

一
円

円　
円

16，000 20，000　　24，000

　　　円

8，000

明るい農村豊：かな老後

ω～64歳

の給付

　経営移譲を

購と筆

円円円

　
農
業
経
営
の
近
代
化
を
す
す
め
る
な

か
で
、
農
業
者
の
老
後
の
生
活
安
定
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
四
十
六
年
の
一

月
に
農
業
者
年
金
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
国
民
年
金
を
土
台
に
し
、

そ
の
上
に
の
っ
か
っ
て
成
り
立
つ
し
く

み
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
被
保
険
者
に
な
る
入

①
昭
和
四
十
六
年
一
月
一
日
現
在
で

加
入
資
格
の
あ
る
人
（
国
民
年
金
被
保

険
者
、
経
営
面
積
五
十
誓
以
上
、
大
正

五
年
一
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
）

は
四
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に

加
入
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
後
は
農
業
者

年
金
に
加
入
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
加
入
資
格
が
で
き
て
、
満
ニ
カ
年
以

内
な
ら
ば
加
入
で
き
ま
す
。

②
①
の
資
格
の
中
で
、
経
営
面
積
が

2，400

6，000

2，0001，600

円

800

経営移譲（65歳

まで）を要件と
する給付　　B

5，0004，0001，000

経営移譲の有無
にかかわらず行
なう給付　　C

5，4004，5003，600900

比
　
D

得所金年
付
掛
給
国
例

12，a〕011，2009，6006，000

国民年金定額給
付

　　　　　※E

65

@
歳
　
以
　
隆
　
の
　
給
　
付

三
十
暫
以
上
四
十
九
螺
ま
で
の
人
は
任

意
加
入
で
き
ま
す
。

③
五
十
可
以
上
の
経
営
面
積
の
あ
る

人
の
子
ま
た
は
孫
で
、
三
年
以
上
の
農

業
従
事
実
績
の
あ
る
後
継
者
は
任
意
に

加
入
で
き
ま
す
。

④
軍
人
恩
給
ま
た
は
町
議
会
議
員
共

済
に
加
入
あ
る
い
は
そ
の
給
付
を
受
け

て
い
る
人
で
も
①
の
資
格
が
あ
れ
ば
加

入
で
き
ま
す
。

　
納
め
る
保
険
料

農
業
者
年
金
の
保
険
料

　
　
一
ヵ
月
　
七
百
五
十
円

国
戻
年
金
の
定
額
保
険
料

　
　
一
ヵ
月
　
五
百
五
十
円

国
戻
年
金
の
所
得
比
例
保
険
料

　
　
一
ヵ
月
三
百
五
十
円

　
あ
わ
せ
て
一
ヵ
月
千
六
百
五
十
円

計B＋C＋D＋E　8，700　18，800　22，700，26，6001

　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　1　　　i
O内はC＋D＋E（7・900）；（17・200）（20・700）（24・200）［

（注）　（）内は経営移譲しなかった人

※　国民年金定額給付は、36年発足のため加入期間に

　　10年分を加えて計算されている。定額分は25年拠

　　出（最低資格期間）で月額8，000円、30年で9，600円、

　　35年で11，200円、40年頃12，800円となる。

　　（算式）納付月数×320円＝給付年額

経
営
移
譲
年
金

　
農
業
者
年
金
の
最
低
資
格
期
間
二
十

年
の
人
が
農
業
経
営
を
後
継
者
に
移
譲

す
れ
ば
経
営
移
譲
年
金
が
も
ら
え
ま
す

　
こ
の
年
金
は
、
六
十
歳
か
ら
六
十
三

歳
に
な
る
ま
で
と
、
六
十
五
歳
以
降
の

二
本
立
て
と
な
っ
て
い
ま
す
。

吻
①
六
十
歳
半
で
に
経
営
移
譲
し
た
と

き
は
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
に
な
る
ま

で
、
八
百
円
に
保
険
料
納
付
済
月
数
を

乗
じ
た
額
が
年
金
と
し
て
も
ら
え
ま
す

　
②
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
に
な
る
ま

で
の
間
に
経
営
移
譲
し
た
と
き
は
、
そ

の
時
点
か
ら
六
十
五
歳
に
な
る
ま
で
最

低
八
千
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ω
　
六
十
五
歳
以
降
の
分
は
八
十
円
に

保
険
料
納
付
済
月
数
を
乗
じ
た
額
で

ワり

ﾌ
一
割
と
い
う
こ
と
で
す
。

所
得
比
例
年
金
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

　
国
民
年
金
の
所
得
比
例
年
金
は
、
被

保
険
者
の
「
保
険
料
を
よ
り
多
く
納
め

て
も
い
い
か
ら
、
も
っ
と
多
額
の
年
金

を
受
給
し
た
い
」
と
い
う
強
い
要
請
に

応
じ
て
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
現
在
み
な
さ
ん
が
納

め
て
い
る
定
額
保
険
料
五
百
五
十
円
の

ほ
か
に
月
額
三
百
五
十
円
の
所
得
比
例

保
険
料
（
合
計
月
額
九
百
円
）
を
納
め

て
、
将
来
年
金
を
受
給
す
る
と
き
は
、

一
月
に
つ
き
定
額
年
金
の
　
納
め
た
月

数
x
三
百
八
十
円
X
納
め
た
月
数
　
で

得
た
額
を
加
え
た
額
が
年
金
と
し
て
一

生
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
老
齢
年
金
は
、
二
十
五
年
間
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、
年

齢
に
応
じ
て
二
十
四
年
か
ら
十
年
ま
で

に
短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
十
五
年
間

に
納
付
す
る
所
得
比
例
保
険
料
の
総
額

は
十
万
五
千
円
で
す
が
受
け
ら
れ
る
年

金
の
年
額
は
五
万
四
千
円
（
月
額
四
千

五
百
円
）
で
す
か
ら
約
二
年
で
元
が
と

れ
ま
す
。有
利
な
年
金

　
最
近
の
統
計
に
よ
る
と
六
十
五
歳
の

人
の
平
均
余
命
は
、
男
が
約
十
三
年
、

女
が
約
十
五
年
と
な
っ
て
い
ま
す
か
ら

納
め
た
保
険
料
の
額
の
数
倍
と
な
っ
て

返
っ
て
く
る
わ
け
で
年
金
は
非
常
に
有

利
な
制
度
で
す
。
こ
れ
だ
け
で
な
く
、

こ
の
ほ
か
に
定
額
分
の
年
金
が
二
十
五

年
で
九
万
六
千
円
（
月
額
八
千
円
）
支

給
さ
れ
ま
す
。

　
な
わ
、
こ
の
所
得
比
例
保
険
料
は
、

定
額
保
険
料
を
納
め
た
月
だ
け
し
か
納

付
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
農
業
者
年
金

に
加
入
し
た
人
は
、
所
得
比
例
保
険
料

を
必
ず
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
将
来
、
多
額
の
年

金
を
受
給
し
た
い
方
は
、
こ
の
所
得
比

例
制
度
に
ぜ
ひ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
加

入
申
し
込
み
は
役
場
で
受
付
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
高
い
保
険
料
を
払
う
制

度
な
の
で
所
得
の
な
い
人
や
、
保
険
料

の
免
除
を
受
け
て
い
る
人
は
加
入
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
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診検んやち赤

　
七
月
十
日
に
町
役
場
の
講
堂
で
乳
児

検
診
が
あ
り
六
十
三
人
の
乳
児
が
検
診

を
う
け
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
日
向
保
健
所
の
隈
元
所

長
は
じ
め
五
人
の
保
健
婦
が
担
当
し
、

内
診
や
育
児
な
ど
の
相
談
を
行
な
い
ま

し
た
。

　
検
診
の
結
果
、
股
関
節
脱
臼
な
ど
で

二
人
の
乳
児
が
精
密
診
査
を
う
け
る
よ

う
に
指
導
さ
れ
ま
し
た
が
、
身
長
、
体

重
な
ど
は
標
準
を
オ
ー
バ
ー
す
る
乳
児

が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

　
体
位
測
定
を
う
け
る
赤
ち
ゃ
ん
を
見

守
る
お
か
あ
さ
ん
の
真
剣
な
ま
な
ぎ
し

ビ
ッ
ク
リ
し
た
の
か
急
に
泣
き
だ
す
赤

ち
ゃ
ん
な
ど
、
会
場
は
た
い
へ
ん
な
に

ぎ
わ
い
で
し
た
。

郷東報町7

「榔

肇叢響

新
し
い
装
置
で

葉
タ
バ
コ
乾
燥

灘嘉
鰍ぎ

　
　
こ
と
し
町
内
で
十
二
戸
の
農
家
が
葉

タ
バ
コ
を
栽
培
し
、
七
月
末
に
乾
燥
を

す
べ
て
終
り
ま
し
た
。
面
積
は
六
百
七

十
六
督
で
一
戸
当
り
五
十
六
習
で
す
。

　
　
こ
れ
ま
で
葉
タ
バ
コ
栽
培
が
最
も
盛

ん
だ
っ
た
の
は
昭
和
四
十
三
年
ご
ろ
で

三
十
四
戸
、
千
二
百
五
十
可
で
し
た
。

　
農
家
数
は
減
少
し
ま
し
た
が
一
戸
当

り
の
栽
壇
面
積
は
増
え
て
い
ま
す
。

　
　
一
部
で
は
新
し
い
か
ご
詰
め
循
環
方

式
の
乾
燥
装
置
を
取
り
入
れ
、
良
質
の

乾
燥
葉
、
労
力
半
減
な
ど
の
好
成
績
を

あ
げ
ま
し
た
。
こ
の
装
置
の
長
所
は
従

来
の
も
の
に
比
べ
て
温
度
調
節
が
簡
単

．
で
生
葉
の
と
り
込
み
が
容
易
な
こ
と
。

　
こ
と
し
は
雨
や
病
害
の
た
め
例
年
に

比
べ
作
柄
は
あ
ま
り
よ
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
十
月
末
出
荷
の
予
定
で
す
。

ツ
　
ダ
ヒ
く
く
ヂ
へ
く
せ
ぐ
ク
を
く
　
ク
へ

　　本
町
教
育
百
年
の
歩
み
④

　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
月
儀
市

～
　
・
彰
時
教
育

　
昭
和
十
二
年
七
月
、
日
支
事
変
が
起

り
教
職
員
で
軍
籍
に
あ
る
者
は
次
次
に

・
召
集
さ
れ
ま
し
た
。

　灘　
で
し
た
。
唱
歌
な
ど
は
軍
事
色
に
ぬ
b

駐つ

ﾔ
さ
れ
て
露
営
の
夢
（
勝
っ
て
く
る

、ぞ

ﾆ
）
、
愛
国
行
進
曲
（
見
よ
東
海
の
）

．
麦
と
兵
隊
（
徐
州
徐
州
と
）
暁
に
祈
る

　
（
あ
あ
あ
の
顔
で
）
若
鷲
の
歌
（
若
い

血
潮
の
）
同
期
の
楼
（
貴
様
と
俺
と

団
は
）
へ
、
5
ど
が
愛
唱
さ
れ
ま
し
た
。

一
；
祖
国
振
興
隊
教
育

閃
　
昭
和
十
四
年
に
県
民
の
精
神
作
興
と

郵
労
倍
加
運
動
と
し
て
全
県
下
に
祖
国

露
礁
讐
影
矯
鷹

㌃
ま
し
花
圃
国
振
騒
騒
の
も
》
・
、

♂
清
掃
作
業
、

　
　
　
　
　
開
こ
ん
作
業
な
一
二
を
き
か

　ん
に
行
な
い
ま
し
た
。

一
（
忠
勤
叡
億
ζ
ぐ
、
、
、
、
．
，
、
r
、
4
、
／
、
、

　
　
　
日
支
事
変
か
ら
太
平
洋
轍
争
と
村
の

　
　
青
壮
年
の
男
子
は
こ
と
ご
と
く
召
集
さ

　
　
れ
て
、
農
村
の
労
働
力
は
日
一
日
と
不
7

　
　
足
し
て
生
産
は
低
下
の
一
途
を
た
ど
り
5

　
　
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
こ
こ
に
い
た
っ
て
学
校
教
育
も
決
弼

　　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

体
制
下
の
藝
目
に
完
全
に
切
り
か
え
悪

総
記
講
灘
墾

堀
縫
灘
聯
鍛

鹸
羅
籍
し
ま
と
へ

昭
和
＋
六
年
四
月
国
民
学
校
令
が
£

布
さ
れ
て
、
明
治
五
年
以
来
七
十
年
間
》

国
民
に
親
し
ま
れ
て
い
た
小
学
校
の
名
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

称
が
消
失
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
ま
っ
た
認

く
鰍
時
体
制
に
基
ず
く
教
育
制
度
の
大
飛

改
革
溌
教
科
は
国
民
科
（
修
乙

国
語
、

　
　
　
国
史
、
地
理
）
理
数
科
（
算
数
而

理
科
）
体
練
科
（
体
操
、
武
道
）
芸
能
“

利
（
音
楽
、
習
字
、
図
画
、
工
作
、
栽
略

画
、
家
事
）
実
業
科
（
農
業
、
工
業
商
㍉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

業
、
水
産
）
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
話

・
沖
縄
疎
開
学
童
受
入
れ
　
　
　
　
　
（

・
諜
轟
鞍
論
踏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
十
九
年
に
セ

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど

　
父
母
同
伴
で
、
疎
開
し
た
学
童
は
東
｛

郷
小
学
校
で
、
学
童
疎
開
で
教
師
引
率
N

の
学
童
七
十
余
名
は
、
坪
谷
、
福
瀬
両
一

小
学
校
で
教
育
を
行
な
い
ま
し
た
。
こ
闇

れ
等
の
学
童
は
終
購
後
沖
縄
に
帰
り
ま
’

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
》
》
〉
、
》
》
「
〉
）
》
＞
〉
）
、
’
〉
、
〃
》
＞
〉
＞
＞
）
〉
＞
、
ノ
「



8郷東報町議47．8．1

お知らせ

　お

轟
移
動
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
開
催

　
宮
崎
市
に
県
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

が
あ
り
消
費
者
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と

し
て
商
品
テ
ス
ト
や
苦
情
相
談
、
研
修

会
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
地
理
的
な
条
件
で
こ
の

セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
機
会
に
恵
ま
れ

な
い
地
域
の
消
費
者
の
た
め
に
移
動
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
本
町
で
は
次
の
と
お
り
開
か
れ
ま
す

一1

伸びる芽に

　よい友よい家よい社会

霧
P－7一一一

の
で
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
受
講
料

は
無
料
で
す
。

　
八
期
日
と
時
間
〉

　
八
月
二
十
三
日

　
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

　
〈
場
所
V

　
東
郷
町
役
場
講
堂

　
八
内
容
〉

　
講
義
と
商
品
研
究
会
、
簡
易
商
品
テ

ス
ト
の
実
習
、
映
画
、
話
し
合
い
、
消

費
生
活
相
談

　
〈
テ
ー
マ
〉

　
清
涼
飲
料
水
の
選
び
方
、
買
い
方

　
家
庭
看
護
の
講
習
会

　
日
赤
の
家
庭
看
護
講
習
会
（
家
庭
で

の
救
急
法
な
ど
）
が
次
の
と
お
り
開
か

れ
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。

△
期
日

△
時
間

△
場
所

八
月
二
＋
九
日

午
後
一
時
か
ら
三
時
半
ま
で

町
老
人
福
祉
館

三
廻
　
一
入

！

O
　
o

銚

KoC

¢
C
・
　
も
。
（
・

　
　
こ

　
　
　
○
　
こ

　
　
％
こ
⊃

　
，
．
こ

　
　
へ
）
　
亨
の
嘗
一
三

．
へ
，
〆

狩
猟
者
講
習
会

△
日
時
　
八
月
十
七
日
、
十
八
日

　
　
　
午
前
九
時
か
ら

△
場
所
　
日
向
市
役
所

△
受
講
料
　
初
心
者
H
甲
種
七
百
円

乙
、
丙
種
千
百
円
　
経
験
者
“
四
百
円

ゆ
く
え
不
明
者
を

さ
が
す
相
談
所

　
宮
崎
県
警
察
本
部
刑
事
部
鑑
識
課
で

は
八
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
一

ヵ
月
間
、
ゆ
く
え
不
明
者
を
さ
が
す
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
最
近
発
見
さ
れ
る
死
体
の
う
ち
で
、

身
元
不
明
の
死
体
は
全
国
的
に
漸
増
の

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
中
に
は
家

出
人
、
出
稼
人
な
ど
の
自
殺
、
病
死
犯

罪
の
被
害
、
そ
の
他
の
事
故
に
よ
る

　
死
者
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ

　
七
月
二
十
一
日
か
ら
夏
休
み
で
す
。

こ
の
期
間
中
は
こ
ど
も
を
水
難
事
故
か

ら
守
り
、
健
康
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
す

る
と
と
も
に
夏
休
み
の
計
画
と
反
省
、

郷
土
の
歴
史
、
わ
が
家
の
祖
先
な
ど
に

つ
い
て
親
子
の
話
し
合
い
の
時
間
を
も

う
け
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
家

事
の
手
伝
い
な
ど
こ
ど
も
が
積
極
的
に

参
加
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
ょ
う

　
ま
た
、
第
三
日
曜
日
は
家
庭
の
日
で

す
。
人
間
の
性
格
形
成
の
基
盤
で
あ
る

家
庭
を
愛
情
と
信
頼
に
結
ば
れ
た
愛
の

場
、
い
こ
い
の
場
、
教
育
の
場
、
社
会

に
開
か
れ
た
明
る
い
家
庭
と
し
、
青
少

年
を
す
ご
や
か
に
育
て
ま
し
ょ
う
。

今
月
の
納
税
等

町
県
民
税
　
第
二
期

　
　
　
　
納
期
　
八
月
三
十
［
日

水
稲
共
済
掛
金
　
第
二
期

　
　
　
納
期
　
八
月
三
十
日

れ
ま
す
。

　
鑑
識
課
に
は
身
元
不
明
死
体
の
人
相

身
体
特
徴
、
着
衣
な
ど
が
記
載
し
て
あ

る
死
体
票
や
写
真
な
ど
の
確
認
資
料
が

あ
り
ま
す
の
で
、
心
あ
た
り
の
あ
る
人

は
宮
崎
市
に
あ
る
県
警
本
部
ま
で
お
い

で
く
だ
さ
い
。
香
典
返
し

　
◎
寺
追
区
の
海
野
善
市
さ
ん
か
ら
故

ミ
ツ
さ
ん
の
忌
明
け
に
◎
越
表
区
の
海

野
沢
治
さ
ん
か
ら
故
怯
夫
さ
ん
の
忌
明

け
に
◎
田
野
区
の
谷
口
巌
さ
ん
か
ら
故

島
之
助
さ
ん
の
忌
明
け
に
香
典
返
し
と

し
て
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
そ
れ
ぞ

れ
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
慎
し
ん
で
故
人
の
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
と
と
も
に
、
厚
く
わ
礼
を

申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
　
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

，
己
＝
一
＝
一
ρ
コ
一
＝
一
一
冒
一
冒
＝
一
冨
＝
凹
＝
＝
＝
一
響
一
一
一
，
一
嘘
一
翼
冒
3
＝
一
一
一
＝
一
冨
冒
一
冨
＝
一
曽
一
＝
一
＝
一
遇
冨
一
一
一
一
一
顧
・

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

…
響
敷
訳
盤

　
　
日
柵
3
一
今
一
0
6
－
7
6
一
…
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3
3
　
λ
L

男
女
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訓
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一
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三
＝
≡
≡
≡
≡
＝
一
冨
三
≡
一
三
§
一
＝
剛

磯
羅
灘

（
六
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

赤
ち
ゃ
ん
の
名
　
…
父
の
名
二
部
落

矢黒三石直植谷浜

野木浦田野田口二

更　早か孝理美貴
　　百お　　由
也優謬り昭恵紀志

　正治勝房　五
二　　　　誠　力
　毅美重連　吾
1福寺羽越福羽田迫
　　　　　　　野
瀬迫深表瀬坂野内

結
婚
お
め
で
と
う

塩塩…

　　1氏．

月月！

才芸

、
■
．
部
－
萢
一

鶴
野
困

　
〃

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

氏
－
．

寺
　
原

弘名

小
　
川
　
イ
　
ク

海
　
野

「
声
、

ツ

寺
原
　
一
　
郎

海
　
野
　
迫
夫

谷
　
口
　
島
之
助

「
年
令
」
．
．
部
落

一
＝

八
三

七
三

四
四

四
七

六
八

羽
坂
　

鶴
野
内
一

十
　
追

田坪田

野谷…野
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